
『
日
本
言
語
文
化
研
究
』
第
二
十
一
号
(
二

O
一
七
)

森
鴎
外
が
明
治
二
二
年
に
著
し
た
デ
ス
・
マ
ス
体
に
よ
る

衛
生
学
関
係
の
著
述
の
文
章
に
つ
い
て

一
、
は
じ
め
に

こ
の
稿
で
は
、
森
鴎
外
が
明
治
二
二
年
に
書
い
た
衛

生
学
関
係
の
著
述
の
う
ち
、
デ
ス
・
マ
ス
体
で
書
か
れ
た
も
の

を
と
り
上
げ
、
そ
の
文
章
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
考
察
し
て
み
た

4
 .
.
.
.
.
 

，a ..
 

b、。
鴎
外
は
、
帰
朝
直
後
の
明
治
二
二
年
に
言
文
一
致
体
で
西
欧

の
文
学
作
品
の
翻
訳
を
い
く
つ
か
試
み
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
、

藤
田

保
幸
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デ
ス
・
マ
ス
体
を
用
い
た
の
は
「
新
浦
島
」
(
初
出
で
は
「
新
世

界
の
浦
島
」
、
『
水
沫
集
』
に
収
め
る
に
あ
た
り
改
題
)
一
篇
の

み
で
あ
る
(
注
1
1
既
に
こ
の
翻
訳
の
文
章
に
つ
い
て
は
、
藤

田
(
二

O
一
四
)
で
、
山
田
美
妙
の
デ
ス
・
マ
ス
体
と
も
比
較

し
て
考
察
し
た
。
し
か
し
、
実
は
同
じ
時
期
に
、
鴎
外
は
衛
生

学
関
係
の
啓
蒙
的
な
著
述
や
解
説
に
お
い
て
も
デ
ス
・
マ
ス
体

を
用
い
て
、
言
文
一
致
文
の
文
章
を
い
く
つ
か
著
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
稿
で
は
、
そ
う
し
た
デ
ス
・
マ
ス
体
の
衛
生
学



関
係
の
文
章
を
と
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
性
格
を
、
藤
田
(
二

O

一
四
)
の
考
察
等
も
参
照
し
、
「
新
浦
島
」
の
文
章
と
も
比
較
し

つ
つ
検
討
す
る
。

1
1
1
2
 
明
治
二
二
年
に
鴎
外
が
デ
ス
・
マ
ス
体
で
著
し
た
衛

生
学
関
係
の
文
章
は
全
部
で
一

O
篇
あ
り
、
刊
行
順
に
挙
げ
る

と
次
の
と
お
り
で
あ
る
(
言
語
量
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、

『
鴎
外
全
集
』
で
の
頁
数
を
付
す
。

1
頁
は
印
字
×
同
行
、
た

だ
し
、
題
が
掲
げ
ら
れ
た
頁
は
日
行
で
あ
る
。
ま
た
、
「
7
頁

余
」
な
ど
と
し
た
の
は
、

7
頁
と
あ
と
半
頁
に
満
た
な
い
程
と

い
う
こ
と
で
あ
る
)
。
そ
し
て
、

J
の
「
健
麻
質
斯
の
話
」
の
後
、

明
治
二
三
年
以
降
は
デ
ス
・
マ
ス
体
の
こ
の
種
の
文
章
は
見
ら

れ
な
い
。A.
「
服
乳
の
注
意
」
『
衛
生
新
誌
』
第
一
号
(
明
治
沼
年

3
月
初
日
)
υ
7
頁
余

B
.
「
売
笑
の
利
害
」
『
衛
生
新
誌
』
第
一
号
(
明
治

m年

3
月
初
日
)
一

3
頁
余

c.
「
物
理
学
粋
」
『
東
京
医
事
新
誌
』
第
五
七
五
号
(
明

治

m
年

4
月
6
日
)
υ
1
頁
余

D
.

「
皮
膚
病
梅
毒
論
」
『
東
京
医
事
新
誌
』
第
五
七
六
号

(
明
治
沼
年
4
月
間
日
)
一
1
頁
余

E
.
「
女
子
の
衛
生
」
『
衛
生
新
誌
』
第
二
号
(
明
治

m年

4
月
初
日
)
日

4
頁

F
.
「
新
纂
薬
物
要
論
」
『
東
京
医
事
新
誌
』
第
五
八

O
号

(
明
治

m
年
5
月
日
日
)
υ
1
頁
余

G
.

「
靴
?
履
?
」
『
衛
生
新
誌
』
第
三
号
(
明
治

m年

5
月
初
日
)
口
問
頁
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H
.
「
病
院
」
『
衛
生
新
誌
』
第
四
・
六
号
(
明
治

m年
6

月
初
日
及
び
8
月
部
日
)
υ
9
頁

I
.
「
時
事
新
報
は
医
者
の
何
者
た
る
を
知
ら
ず
」
『
読
売

新
聞
』
(
明
治

m年
7
月
3
日
)
υ
2
頁

J
.
「
俵
麻
質
斯
の
話
」
『
衛
生
新
誌
』
第
二
号
(
明
治

m

年
四
月
日
日
)
υ
4
頁

こ
の
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
す
べ
て
と
り
上
げ
る
。
テ
キ
ス
ト

は
、
い
ず
れ
も
初
出
本
文
を
底
本
と
す
る
『
鴎
外
全
集
』
第
二



九
巻
(
岩
波
書
庖
、
一
九
七
四
年
刊
〉
所
収
の
も
の
に
拠
る
(
注

2
)
。
以
下
、
便
宜
に
従
っ
て
、
表
な
ど
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文

章
は
右
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
大
文
字
で
指
し
示
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
文
章
を
一
括
し
て
呼
ぶ
時
は
、
「
衛
生
学
関
係
の
文
章
一

O
篇
」
な
ど
と
い
う
言
い
方
を
す
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
文
章
か
ら
用
例
を
引
用
す
る
場
合
は
、
末

尾
に
丸
カ
ッ
コ
に
入
れ
て
、
出
典
の
文
章
を
示
す
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
と
、
全
集
で
の
所
載
頁
及
び
行
を
漢
数
字
及
び
丸
付
き
数

字
で
付
記
す
る
(
例
え
ば
、

(
A
・
七
④
)
と
あ
れ
ば
、

A
の
「
服

乳
の
注
意
」
が
出
典
で
、
全
集
の

7
頁
4
行
目
所
載
の
例
と
い

う
こ
と
で
あ
る
)
。

二
、
デ
ス
・
マ
ス
の
使
用

2
E
l
1
 
ま
ず
、
デ
ス
・
マ
ス
体
の
基
本
と
な
る
特
徴
で
あ
る

デ
ス
形
式
・
マ
ス
形
式
の
使
用
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
以
下
、

「
で
す
」
「
で
し
た
」
「
で
せ
う
」
と
い
っ
た
助
動
詞
コ
ア
ス
」

が
さ
ま
ざ
ま
に
用
い
ら
れ
た
諸
形
を
コ
ア
ス
形
式
」
、
「
ま
す
」

「
ま
し
た
」
「
ま
せ
う
」
「
ま
せ
ん
」
「
ま
せ
な
ん
だ
」
「
ま
す
ま

い
」
等
、
助
動
詞
「
マ
ス
」
が
さ
ま
ざ
ま
に
用
い
ら
れ
た
諸
形

を
「
マ
ス
形
式
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
括
し
て
呼
ぶ
こ
と
に
す
る

(
更
に
、
両
形
式
を
ひ
と
ま
と
め
に
「
デ
ス
・
マ
ス
形
式
」
と

呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
)
。

表
ー
と
し
て
、
衛
生
学
関
係
の
文
章
一

O
篇
に
お
け
る
デ

ス
・
マ
ス
形
式
の
使
用
状
況
を
掲
げ
る
。
併
せ
て
、
参
考
の
た

め
「
新
浦
島
」
の
数
字
も
添
え
る
。
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表
は
、
ま
ず
左
側
に
デ
ス
形
式
・
マ
ス
形
式
の
使
用
数
を
示

す
。
け
は
、
文
末
以
外
に
現
わ
れ
た
数
で
あ
る
(
「
新
浦
島
」

で
は
、
こ
の
数
は
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
)
。
そ
し
て
、
文
末
が

デ
ス
・
マ
ス
形
式
に
な
っ
て
い
る
文
の
数
と
そ
の
他
の
形
に
な

っ
て
い
る
文
の
数
、
文
章
全
体
で
の
文
の
数

(
H
文
末
の
数
)

を
そ
の
右
に
示
し
て
い
る
。

タ』

'
1
9』

表
ー
か
ら
、
「
新
浦
島
」
と
比
べ
て
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
、
ま
ず
見
て
と
れ
る
。
「
新
浦
島
」
で
は
、
デ
ス
形
式
と
マ



デス形式・マス形式の使用状況〕

デス形式 マス形式 デス・マス文末 その他 文の数

A 33 67 93 。 93 

B 14(2) 27(6) 33 7 40 

C 13(2) 13(7) 17 6 23 

D 5(1) 16(2) 18 。 18 

E 23 30(2) 51 。 51 

F 8(1) 10(2) 15 。 15 

G 65(ω 120(21) 155 18 173 

H 48(13) 63(22) 76 4 80 

I 12 11 23 1 24 

J 24(4) 30(9) 41 2 43 

計 245(32) 387(71) 522 38 560 

新浦島 66 168 234 29 263 

〔表1

ス
形
式
の
割
合
が
1
対
3
に
近
く
、
デ
ス
形
式
の
使
用
度
が
相

対
的
に
低
い
。
こ
れ
に
対
し
、
衛
生
学
関
係
の
文
章
一

O
篇
に

つ
い
て
は
、
文
章
に
よ
り
揺
れ
は
あ
る
も
の
の
、
平
均
し
て
見

る
と
、
デ
ス
形
式
と
マ
ス
形
式
が
ほ
ぼ
2
対
3
く
ら
い
に
な
っ

て
い
る
。

ち
な
み
に
、
山
田
美
妙
の
デ
ス
・
マ
ス
体
小
説
四
篇
(
「
空
行

く
月
」
「
情
詩
人
」
「
花
ぐ
る
ま
」
「
蛸
蝶
」
)
を
調
査
し
た
小
野

(ニ
O
O四
)
に
よ
れ
ば
、
「
デ
ス
・
マ
ス
の
割
合
は
お
よ
そ
1

対
2
で
大
き
な
変
動
が
な
い
」
(
一
七
二
頁
)
と
い
う
。
し
て
み
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る
と
、
鴎
外
の
デ
ス
・
マ
ス
体
に
よ
る
衛
生
学
関
係
の
文
章
で

は
、
自
身
の
訳
業
で
あ
る
「
新
浦
島
」
や
山
田
美
妙
の
デ
ス
・

マ
ス
体
小
説
と
い
っ
た
文
学
的
文
章
に
比
べ
て
、
概
し
て
デ
ス

形
式
の
使
用
度
が
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
藤
田
(

O
一
四
)

で
は
、
デ
ス
形
式
を
文
末
に
と
る
文
を
表
現
内
容
か

ら
見
て
、
(
世
界
に
)
あ
る
こ
と
や
起
こ
っ
た
こ
と
を
描
写
・
叙

述
す
る
「
事
実
の
叙
述
」
と
、
話
し
手
(
書
き
手
)
が
自
分
の



判
断
・
批
評
な
ど
を
述
べ
て
、
自
ら
の
見
解
を
打
ち
出
す
「
コ

メ
ン
ト
」
と
に
大
別
し
、
「
新
浦
島
」
で
は
山
田
美
妙
の
小
説
に

比
べ
て
「
コ
メ
ン
ト
」
が
目
立
た
な
い
点
が
、
デ
ス
形
式
の
使

用
を
よ
り
お
さ
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
論
じ
た
。
「
事
実
の

叙
述
」
と
「
コ
メ
ン
ト
」
と
い
う
大
別
は
、
も
ち
ろ
ん
衛
生
学

関
係
の
一

O
篇
に
つ
い
て
も
当
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
、
次
の

ωω
は
「
事
実
の
叙
述
」
、

ωωω
は

「
コ
メ
ン
ト
」
と
い
え
る
。

ω
搾
り
取
っ
た
牛
乳
の
腐
れ
易
い
こ
と
は
、
世
の
知
る
所

で
す
。

(
A
・
七
①
)

ω
靴
で
室
内
の
汚
れ
る
と
い
ふ
一
謹
例
は
石
黒
軍
医
監

殿
の
調
査
に
依
れ
ば
陸
兵
営
や
兵
病
院
で
靴
で
昇
降
さ
せ

(
G
・
一
四
二
⑫

t
⑬
)

(
B
・
一
七
⑬
)

る
と
眼
病
が
増
す
事
で
す
。

人
聞
は
何
処
ま
で
も
人
間
で
す
。

q
u
 
心

唯
一
の
器
械
で
足
れ
り
と
し
て
居
る
は
固
よ
り
怪
し
む
に

足
り
な
い
事
で
す
。

こ
の
境
界
に
在
っ
て
、
こ
の
外
物
に
対
し
て
西
洋
人
が

(
G
・
一
四
二
⑩
)

弥 (5)

で
す
今
出
来
て
居
る
物
理
学
粋
な
ど
は
、
実
に
芥
子
中
の
須

(
C
・
三
一
⑨
)

そ
し
て
、
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
文
章
で
デ
ス
形
式
の

使
用
が
増
え
る
こ
と
は
、
自
然
の
勢
い
と
い
え
る
。
こ
こ
で
問

題
に
し
て
い
る
衛
生
学
関
係
の
文
章
一

O
篇
は
、
い
ず
れ
も
啓

蒙
的
解
説
・
紹
介
と
い
っ
た
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、

必
然
的
に
こ
の
世
界
に
あ
る
物
事
を
提
示
し
て
示
す
「
事
実
の

叙
述
」
も
増
え
る
だ
ろ
う
が
、
何
よ
り
著
者
鴎
外
の
判
断
・
批

評
が
打
ち
出
さ
れ
る
文
章
な
の
だ
か
ら
、
「
コ
メ
ン
ト
」
が
際
立
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っ
て
く
る
だ
ろ
う
(
注

3
1
そ
う
し
た
意
味
で
デ
ス
形
式
が
よ

り
活
用
さ
れ
、
デ
ス
形
式
の
使
用
が
文
学
的
文
章
|
|
自
身
の

「
新
浦
島
」
は
も
と
よ
り
、
美
妙
の
デ
ス
・
マ
ス
体
小
説
よ
り

も
一
一
層
目
立
つ
・
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
点
に
、
文
章
の
ジ
ャ
ン
ル
的
特
徴
が
出
て
き
て
い

る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

2
a
1
3
 
今
一
つ
、
表
ー
か
ら
見
て
と
れ
る
の
は
、
文
末
(
注

4
)
に
お
け
る
デ
ス
・
マ
ス
形
式
の
使
用
度
が
、
衛
生
学
関
係



の
文
章
一

O
篇
で
は
、
「
新
浦
島
」
よ
り
も
更
に
高
く
な
っ
て
い

る
点
で
あ
る
(
注
5
1

こ
こ
で
、
衛
生
学
関
係
の
一

O
篇
に
お
い
て
、
デ
ス
・
マ
ス

文
末
で
な
い
「
そ
の
他
」
の
文
末
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

瞥
し
て
お
く
と
、
ま
ず
、
デ
ス
・
マ
ス
形
式
は
出
て
こ
な
い
が
、

ωω
の
よ
う
に
、
読
み
手
へ
の
敬
意
を
示
す
敬
語
表
現
を
伴

う
も
の
が
見
ら
れ
る
。
対
者
敬
語
の
デ
ス
・
マ
ス
形
式
と
表
現

の
質
と
し
て
は
共
通
す
る
も
の
だ
が
、
形
の
上
で
は
一
応
「
そ

の
他
」
と
扱
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

ωの
よ
う
な
名
詞
止
め

表
現
も
出
て
く
る
(
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
提
示
句
的
な
も
の

は
一
文
と
考
え
な
い
と
い
う
見
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

一
部

ωの
よ
う
な
文
語
的
な
言
い

今
回
は
一
文
と
考
え
た
)
。

回
し
も
混
じ
っ
て
い
る
。

(7) (6) 

ー
娼
妓
に
笑
は
れ
玉
ふ
な
!

(
B
・
一
七
⑮
)

眼
を
転
じ
て
我
邦
の
事
を
考
え
て
御
覧
な
さ
い
。

(
G
・
一
四
二
⑫
)

(8) 

売
笑
の
利
害
!

こ
ん
な
題
を
掲
げ
て
、
:
:
・

(
B
・
一
五

① 

(9) 

況
や
外
靴
は
預
け
ず
と
も
外
套
や
傘
の
番
は
是
非
東

(
G
・
一
四
五
⑤
)

西
共
に
入
用
な
る
を
や

更
に
、

ωの
よ
う
に
「

S
た
い
」
と
書
き
手
が
自
ら
の
欲
求

や
意
志
を
デ
ス
・
マ
ス
な
し
で
言
い
放
つ
言
い
方
、

ωの
よ
う

に
事
柄
を
列
記
し
た
り
メ
モ
的
に
記
載
す
る
際
に
デ
ス
・
マ
ス

な
し
で
記
す
言
い
方
や

ωの
よ
う
な
倒
置
も
見
ら
れ
る
。

ω
然
し
荷
も
社
会
に
立
っ
て
開
化
の
先
導
者
と
な
り
、
こ

の
反
対
の
元
素
の
調
和
を
計
ら
う
と
思
ふ
も
の
は
先
づ
眼
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を
病
院
の
事
に
注
い
で
貰
い
た
い
。

(
H
・
一
七
六
⑮
i
一
七
七
①
)

ω
然
し
音
訳
に
非
ず
と
な
れ
ば
|

英
を
遣
す
。

ω
彼
の
伊
太
利
の
マ
ン
テ
ガ
ツ
ツ
ア

i
博
士
の
事
な
ど

は
、
吾
伺
は
論
じ
ま
せ
ん
、
論
ず
る
を
好
ま
な
い
か
ら
。

〔
其
三
〕
独
を
挙
て

(
C
・
三
二
②
)

(
B
・
一
五
⑩
5
⑪
)

し
か
し
、
こ
う
し
た
例
が
見
ら
れ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
は
、
全



文
末
の
一
割
に
も
満
た
な
い
。
そ
れ
だ
け
デ
ス
・
マ
ス
文
末
が

よ
り
徹
底
し
て
い
る
と
も
い
え
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
こ
う
し

た
衛
生
学
関
係
の
文
章
が
読
み
手
に
向
け
て
は
っ
き
り
し
た
啓

蒙
的
筆
致
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
も
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
の
点
は
、
更
に
次
の
2
1
4
で
述
べ
る
こ
と
と
も
軌
を

一
に
す
る
こ
と
だ
と
一
宮
守
え
る
。

タ』

1
l凋
『

さ
て
、
今
一
歩
考
察
を
進
め
て
、
今
度
は
デ
ス
・
マ

ス
形
式
の
従
属
節
で
の
使
用
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。

先
の
藤
田
(
二

O
一
四
)
で
、
「
新
浦
島
」
の
文
章
に
お
い
て

「1
廿
刊
が
」
「

i
刻
刊
か
ら
」
の
よ
う
に
従
属
節
の
述
語
に
デ

ス
・
マ
ス
形
式
の
現
わ
れ
る
度
合
を
調
査
し
、
山
田
美
妙
の
デ

ス
・
マ
ス
体
小
説
会
空
行
く
月
」
「
情
詩
人
」
『
花
ぐ
る
ま
」
「
鯛

蝶
」
)
の
場
合
と
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
新
浦
島
」
で
は
、

デ
ス
・
マ
ス
形
式
が
従
属
節
に
現
わ
れ
る
の
は
、
南
不
二
男
の

分
類
で
い
え
ば
C
類
の
従
属
節
に
あ
た
る
「

i
が
」
節
と
「
ー

か
ら
」
節
だ
け
で
あ
り
、

B
類
に
あ
た
る

7
3
の
で
」
節
や
「

i

と
」
節
な
ど
に
ま
で
デ
ス
・
マ
ス
形
式
が
現
わ
れ
る
美
妙
の
小

説
に
比
べ
、
従
属
節
へ
の
デ
ス
・
マ
ス
の
生
起
が
ず
っ
と
抑
制

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
従
属
節
の
述
語
部
分

に
デ
ス
・
マ
ス
形
式
が
入
っ
て
い
く
こ
と
を
コ
ア
ス
・
マ
ス
形

式
の
従
属
節
へ
の
浸
透
」
と
い
う
な
ら
、
そ
の
「
浸
透
」
の
度

合
は
、
「
新
浦
島
」
で
は
ぐ
っ
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
今
日
で
も
「
台
風
が
通
過
し
割
引
と
、
残
暑
が
戻

の
よ
う
に
文
中
の
従
属
節
に
デ
ス
・
マ
ス
が
入

る
で
し
ょ
う
」

っ
て
く
る
言
い
方
は
、
敬
語
過
剰
と
し
ば
し
ば
批
判
さ
れ
る
が
、

く
り
返
し
対
者
敬
語
が
出
て
く
る
こ
と
で
、
聞
き
手
の
語
り
か
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け
の
姿
勢
が
た
び
た
び
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
確
か
に
く
ど

い
印
象
が
出
て
く
る
。
そ
の
点
で
、
鴎
外
が
「
新
浦
島
」
で
試

み
た
デ
ス
・
マ
ス
体
は
、
そ
の
よ
う
な
く
ど
さ
が
抑
制
さ
れ
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

さ
て
、
そ
う
し
た
「
新
浦
島
」
の
デ
ス
・
マ
ス
体
に
対
し
、

こ
こ
で
と
り
上
げ
て
い
る
衛
生
学
関
係
の
文
章
一

O
篇
の
場
合

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

表
2
に
、
右
の
一

O
篇
及
び
「
新
浦
島
」
に
お
け
る
接
続
助



接続助調の使用とデス形式・マス形式の従属節への浸透〕

主主 から ぱ と のに その他

A 5(3) 7(2) 26 7(1) 2 4 なら・3でも・2

B 6(6) 6(ω 3 1 3 。
C 5(5) 6(4) 2 。 。。 f'l 
D 1(1) 1(1) 3 。 。。 L.l(l) 
E 2包) 3 。 7 。。
F 3(2) 2(2) 2 。。。 L '1なら・!
G 16(15) 25(12) 33(1) 3 18(2) 1 L'I tも・1t:&'1ので1

H 21(2ω 13(1ω 15(1) 1 2(2) 10 t&・3なら・If'IH'1ても・l

I 1 2 3 。 。。 ft&・3
J 9(7) 6(4) 7 1 4(2) 12 

計 69句1) 71(41) 94(2) 20(1) 29佃) 7 

新浦島 25(14) 19(3) 19 6 15 1 

〔表2

詞
の
使
用
と
デ
ス
・
マ
ス
形
式
の
従
属
節
へ
の
浸
透
の
度
合
に

関
す
る
数
字
を
掲
げ
る
。

各
欄
の
数
字
は
、
当
該
の
接
続
助
詞
の
各
文
章
で
の
使
用
数

を
示
し
、
数
字
の
横
の
け
付
き
数
字
は
、
そ
の
う
ち
デ
ス
・
マ

ス
が
そ
の
接
続
助
詞
の
導
く
従
属
節
の
述
語
部
分
に
入
っ
て
い

る
数
を
示
す
(
例
え
ば
、
「
が
」
の
欄
の
A
の
と
こ
ろ
の
「

5ω
」

の
文
章
で
は
、
接
続
助
調
「
が
」

と
は
、

A

(
服
乳
の
注
意
)

(
つ
ま
り
「

i
が
」
節
)
が
5
つ
用
い
ら
れ
、
そ
の
う
ち
3
つ

は
、
「

1
ま
す
が
」
の
よ
う
に
、
デ
ス
・
マ
ス
が
従
属
節
に
入
つ
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て
い
る
例
で
あ
る
こ
と
を
示
す
)
。

表
2
か
ら
は
、
大
変
興
味
深
い
事
実
が
読
み
と
れ
る
。
「
新
浦

島
」
で
は
、
デ
ス
・
マ
ス
形
式
は
C
類
従
属
節
の
「

1
が
」
「

i

か
ら
」
に
し
か
浸
透
し
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
衛
生
学
関
係

の
文
章
一

O
篇
で
は
、
デ
ス
・
マ
ス
形
式
は
「
i
が
」
「
ー
か
ら
」

の
み
な
ら
ず
B
類
従
属
節
で
あ
る
「

1
ば
」
「

3
に
」
「

3
と」

「3
し
」
に
ま
で
浸
透
し
て
い
る
。
し
か
も
、
「
i
か
」
節
「
i

か
ら
」
節
へ
の
浸
透
に
し
て
も
、
「
新
浦
島
」
は
、
「
r
E
が
」
節



で
m
w
%
(
M
/
お
)
、
「
i
か
ら
」
節
で
は
日
%
程
度

(
3
/
印
)

で、

7
3
が
」
節
「
ー
か
ら
」
節
に
デ
ス
・
マ
ス
形
式
が
入
る
に

し
て
も
、
そ
の
数
は
決
し
て
多
く
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
衛

生
学
関
係
の
文
章
一

O
篇
で
は
、
「

i
が
」
節
は
ω
例
中
引
例

に
浸
透
が
見
ら
れ
、
実
に
卯
%
近
く
の
「
1
が
」
節
に
デ
ス
・

マ
ス
形
式
が
入
る
|
|
B
C
D
E
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
「
ー

が
」
節
に
入
っ
て
い
る
文
章
さ
え
あ
る
|
|
し
、

7
3
か
ら
」
節

も

n例
中
釘
例
に
浸
透
が
見
ら
れ
、
ω
%
近
く
の
「
ー
か
ら
」

節
に
デ
ス
・
マ
ス
形
式
が
入
っ
て
き
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
こ
で
と
り
上
げ
て
い
る
鴎
外
の
衛
生
学
関
係
の

文
章
で
は
、
彼
が
同
じ
頃
に
訳
出
し
た
「
新
浦
島
」
の
文
章
に

比
べ
て
、
デ
ス
・
マ
ス
形
式
の
従
属
節
へ
の
浸
透
度
が
ず
っ
と

高
い
の
で
あ
る
(
注
6
)
。
そ
し
て
、
そ
の
意
味
で
こ
れ
ら
の
衛

生
学
関
係
の
文
章
は
、
「
新
浦
島
」
の
文
章
よ
り
も
く
ど
く
読
み

手
に
語
り
か
け
る
印
象
を
与
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
も
言

え
る
。こ
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
よ
か
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
衛
生
学
関
係
の
一

O
篇
は
、
啓
蒙
的
な
意
図
を
も
っ
て
新

知
識
や
自
ら
の
見
解
を
説
き
伝
え
よ
う
と
す
る
文
章
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
読
み
手
に
し
っ
か
り
説
い
て
聞
か
せ
よ
う
と
い
う
姿

勢
が
、
読
み
手
に
向
け
た
対
者
敬
語
を
文
末
の
み
な
ら
ず
文
中

で
も
用
い
る
書
き
方
と
い
う
形
を
自
ず
と
と
ら
せ
る
こ
と
に
と

な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
新
浦
島
」
の
場
合
は
、
む
し
ろ
文
学
的

文
章
と
し
て
整
え
ら
れ
た
、
抑
制
の
効
い
た
も
の
と
し
よ
う
と

い
う
意
志
が
働
い
た
所
産
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

文
章
の
表
現
の
姿
勢
の
相
違
が
、
両
者
の
デ
ス
・
マ
ス
体
を
質

の
違
う
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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三
、
三
つ
の
文
法
事
項
を
め
ぐ
っ
て

観
点
を
変
え
て
、
更
に
考
察
を
続
け
た
い
。

既
に
藤
田
(
二

O
O五
a

)

(

二
O
O五
b
)
で
も
論
じ
た
こ

と
だ
が
、
鴎
外
は
、
明
治
二
二
年
に
言
文
一
致
体
で
訳
出
し
た

。ME
E
B
噌

E

翻
訳
小
説
会
緑
葉
歎
」
「
玉
を
懐
い
て
罪
あ
り
」
「
新
浦
島
」
「
洪



水
」
の
四
篇
)
の
文
章
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
最
初
の
翻
訳

創
作
作
品
集
『
水
沫
集
』
初
版
(
明
治
二
五
年
)
に
収
め
る
に

あ
た
り
、
ま
た
、
『
水
沫
集
』
の
改
訂
版
(
明
治
三
九
年
)
を
出

す
際
、
更
に
、
縮
刷
本
と
呼
ば
れ
る
小
型
本
(
大
正
五
年
)
を

出
す
際
に
も
、
特
定
の
い
く
つ
か
の
文
法
事
項
に
集
中
し
て
改

訂
の
手
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
既
に
右
の
論
文
で
論
じ
た

と
お
り
、
自
ら
の
文
章
を
一
定
の
規
範
意
織
の
も
と
に
文
学
言

語
と
し
て
整
え
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
う
し
た
改
訂
が
加
わ
る
前
の
初
出
本
文

の
形
は
、
鴎
外
の
も
と
も
と
の
言
葉
づ
か
い
が
比
較
的
素
直
に

表
れ
た
も
の
だ
と
も
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
翻
訳
小
説
で
鴎
外
が
改
訂
の
手
を
加
え

た
文
法
事
項
に
つ
い
て
、
衛
生
学
関
係
の
文
章
一

O
篇
で
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
を
見
て
み
た
い
。
こ
れ
ら
一

O
篇
は
、
翻

訳
小
説
の
初
出
と
同
じ
明
治
二
二
年
の
文
章
で
あ
り
(
そ
の
初

出
本
文
に
拠
る
全
集
本
文
を
見
て
い
る
の
だ
か
ら
)
、
翻
訳
小
説

の
初
出
本
文
の
場
合
と
同
様
、
や
は
り
鴎
外
の
も
と
も
と
の
言

葉
づ
か
い
が
素
直
に
出
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
の

点
は
実
際
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

鴎
外
が
集
中
的
に
改
訂
を
加
え
た
文
法
事
項
は
五
つ
あ
る
が
、

以
下
で
は
、
そ
の
う
ち
こ
こ
で
検
討
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
格

助
詞
「
へ
」
、
仮
定
形
+
「
ば
」
の
形
の
仮
定
表
現
、
動
詞
の
一

段
活
用
・
二
段
活
用
の
三
つ
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
(
注
7
)
。

3
t
1
2
 
ま
ず
、
格
助
詞
「
へ
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
鴎
外

は
言
文
一
致
体
翻
訳
小
説
の
初
出
本
文
を
初
版
『
水
沫
集
』
に

収
め
る
に
あ
た
っ
て
、
初
出
の
格
助
詞
「
へ
」
の
う
ち
か
な
り

の
数
の
も
の
を
「
に
」
に
改
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
格
助
調
「
へ
」
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を
動
き
の
「
方
向
」
を
示
す
も
の
と
し
、
格
助
詞
「
に
」
を
「
場

所
・
位
置
関
係
」
を
表
す
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
使
い
分

け
る
形
に
整
え
よ
う
と
す
る
規
範
意
識
に
基
づ
い
た
も
の
と
見

ら
れ
る
が
、
逆
に
言
え
ば
、
初
出
本
文
の
格
助
調
「
へ
」
の
用

法
は
、
動
き
の
「
方
向
」
を
表
す
と
い
う
「
へ
」
の
本
来
の
用

法
か
ら
か
な
り
拡
張
さ
れ
て
い
て
、
「
場
所
・
位
置
関
係
」
を
表

す
よ
う
な
場
合
に
も
用
い
ら
れ
た
例
が
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と



で
あ
る
。
こ
の
点
、
衛
生
学
関
係
の
一

O
篇
で
は
ど
う
な
の
か
。
こ
れ

ら
の
文
章
で
は
、
格
助
調
「
へ
」
は
合
わ
せ
て
回
例
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
実
に
鈎
例
が
G
の
「
履
?
展
?
」
に
集

中
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
却
例
に
つ
い
て
見
て
み

た
い
。問
題
の
「
へ
」
の
用
例
mm
例
を
、
次
に
掲
げ
る
。

・
又
た
戸
外
ぺ
出
て
天
気
の
好
い
時
こ
そ
靴
で
も
履
、

鳥
、
平
底
履
で
も
差
支
が
あ
り
ま
す
ま
い
が
:
:
:
(
G
・

一
四
四
②
)
[
場
所
?
]

・
和
蘭
人
の
締
麗
に
し
て
取
て
置
く
応
接
所
ぺ
は
靴
を
脱

い
で
一
種
の
上
靴

M
V
m
E
o同
色
を
穿
い
て
、
這
入
る
事
に
し

て
あ
り
ま
す

(
G
・
一
四
四
⑮
)
〔
場
所
?
]

・
ま
た
西
洋
一
般
泥
棒
で
善
い
座
敷
ベ
其
健
上
が
る
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん

(
G
・
一
四
四
⑮
)
[
場
所
?
]

・
必
ず
外
靴
を
舞
縛
の
上
ぺ
引
掛
け
て
行
き
:
:
:
(
G
・

一
四
五
②
)
〔
場
所
〕

-
独
逸
の
下
婦
や
貧
農
の
娘
が
公
衆
の
為
に
開
い
た
舞
場

ぺ
行
く
時
の
様
に

(
G
・
一
四
五
②
)
〔
場
所
?
]

・
(
西
洋
女
裳
の
下
ベ
は
靴
の
二
三
足
は
十
分
這
入
り
ま
す
)

(
G
・
一
四
五
③
)
[
場
所
]

・
又
た
寒
帯
地
方
ベ
行
く
と
:
:
:
(
G
・
一
四
六
⑦
)
[
場

所
?
]

-
栂
指
は
外
ぺ
曲
げ
ら
れ
:
:
:
(
G
・
一
四
七
④
)
〔
位
置

関
係
]

-
第
一
世
と
第
三
世
ぺ
駕
し
て
甘
餅
の
形
に
な
り
ま
す

(
G
・
一
四
七
⑮
)
[
場
所
]

42 

-
第
二
世
の
尖
が
第
一
世
と
第
三
世
の
聞
の
三
角
ベ
候
り

・

(
G
・
一
四
七
⑮
)
[
場
所
]

・
誰
で
も
足
瞭
ぺ
水
を
付
け
て
板
の
聞
を
歩
い
て
御
覧
な

さ
い

(
G
・
一
四
八
①
)
〔
場
所
〕

・
比
宵
陸
の
尖
頂
は
稀
や
外
ベ
傾
い
て
居
て
:
:
:
(
G
・

一
四
八
③
)
[
位
置
関
係
〕

・
翻
手
即
ち
手
の
掌
を
反
へ
す
と
い
ふ
様
に
外
ぺ
反
へ
す



を
外
転
m
H
H

唱
百
釦
位
。
回
と
い
ひ
内
ベ
反
へ
す
を
内
転
と
い

ひ
ま
す

(
G
・
一
四
八
④
1
⑤
)
[
位
置
関
係
〕

・
:
:
唯
だ
「
節
」
を
外
ベ
寄
せ
た
る
の
み
の
事
で
す

(
G
・

一
四
八
⑪
)
〔
位
置
関
係
]

-
:
:
:
こ
れ
を
最
高
点
に
な
っ
て
居
る
靴
の
中
ぺ
推
込
む

と
:
:
:
(
G
・
一
四
八
⑭
)
[
場
所
?
]

・
彼
宵
陸
の
双
柱
は
外
ぺ
敬
き
重
線
は
彼
宵
窟
の
内
側
ぺ

落
ち
従
っ
て
宵
窟
の
頂
点
が
内
ベ
傾
き
:
:
:
(
G
・
一
四

八
⑮
i
⑮
)
[
位
置
関
係
]

・
:
:
:
靴
の
腫
の
外
側
ぺ
偏
頗
の
圧
を
及
ぼ
L
i
-
-
・
(
G
・

一
四
八
⑪
)

-
故
郷
で
陛
の
間
ぺ
端
緒
を
挟
ん
で
歩
く
聞
は
衛
生
学
な

ど
〉
高
尚
な
事
を
云
っ
て
も
所
詮
だ
め
だ
か
ら
:
:
:

(
G
・
一
四
九
③
)
[
場
所
〕

・
腫
の
中
心
と
第
一
蹴
骨
の
縦
軸
と
連
合
し
た
直
線
を
前

方
ぺ
延
ば
し
た
の
が
大
抵
栂
駈
の
正
し
い
位
地
だ
か
ら
・
:

-
(
G
・
一
四
九
⑪
)
[
位
置
関
係
]

-
踏
み
し
め
る
と
内
側
ベ
傾
く
に
も
よ
せ

(
G
・
一
四
九

⑮
)
[
位
置
関
係
〕

・
こ
の
靴
は
歩
く
時
、
後
に
残
っ
た
足
を
橿
る
に
全
足
が

中
央
線
に
於
て
後
か
ら
前
ぺ
と
地
を
離
れ
て
来
る
、

.. 

(
G
・
一
五

O
④
)

・
栂
祉
の
瞭
祉
関
節
が
足
の
内
側
ぺ
推
出
さ
れ
る
、

.. 

(
G
・
一
五

O
⑤
)
[
位
置
関
係
]

・
こ
の
痛
を
避
け
る
為
め
に
足
尖
を
内
ベ
寄
せ
・
:
(
G
・

一
五

O
⑤
)
[
位
置
関
係
〕

・
:
・
靴
の
腫
ベ
最
深
処
の
少
し
内
側
に
偏
し
た
凹
面
を
作

る
と
き
は
難
な
し
で
せ
う
(
G
・
一
五

O
⑬
)
〔
位
置
関
係
]

・
・
:
第
宅
か
ら
宮
殿
ベ
、
宮
殿
か
ら
舞
踏
場
ベ
と
往
く
の
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み
で
、
:
・

(
G
・
一
五
一
③
i
⑨
)

.
・
:
日
本
作
り
の
家
な
ど
ぺ
頻
に
出
入
す
る
要
用
は
な
い

か
ら

(
G
・
一
五

O
⑮
)
[
場
所
?
]

「
へ
」
は
動
き
の
「
方
向
」
を
表
す
の
が
本
来
で
あ
る
が
、

右
の
例
は
そ
の
意
味
で
は
や
や
ず
れ
の
感
じ
ら
れ
る
も
の
が
多



い
。
「
へ
」
に
対
し
「
に
」
は
、
(
い
わ
ゆ
る
H

帰
着
点
が
な
ど

も
含
め
て
)
「
場
所
」
や
「
位
置
関
係
」
を
表
す
と
さ
れ
る
が
、

右
で
は
む
し
ろ
「
に
」
と
し
た
方
が
自
然
か
と
思
え
る
例
が
多

い
と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
表
す
意
味
で
、
用
例
に
は
、

「
方
向
」
で
な
く
「
場
所
」
と
と
れ
る
も
の
に
は
[
場
所
]
、
〔
方

向
]
と
解
せ
な
く
も
な
い
が
む
し
ろ
「
場
所
」
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
と
恩
わ
れ
る
例
に
は
〔
場
所
?
]
、
「
方
向
」
で
な
く
「
位

置
関
係
」
を
表
す
と
解
せ
る
も
の
に
は
[
位
置
関
係
]
と
付
記

し
た
。
な
お
、
「
へ
」
の
ま
ま
で
問
題
な
い
と
思
え
る
例
に
は
何

も
付
記
し
て
い
な
い
。
念
の
た
め
内
訳
を
記
せ
ば
、
〔
場
所
〕
が

6
例
、
[
場
所
?
]
が
6
例
、
[
位
置
関
係
]
が
凶
例
、
こ
の
ま

ま
「
方
向
」
と
解
し
て
可
と
思
わ
れ
る
例
が
4
例
で
あ
る
。

動
き
の
「
方
向
」
は
位
置
関
係
を
含
意
す
る
も
の
だ
か
ら
、

「
へ
」
を
用
い
て
も
、
動
き
の
意
味
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い

と
と
ら
れ
た
な
ら
、
む
し
ろ
「
位
置
関
係
」
と
読
ま
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、
「
へ
」
の
用
法
が
「
位
置
関
係
」

を
表
す
も
の
に
拡
張
す
る
契
機
と
な
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
見
て
み
る
と
、
右
の
う
ち
[
位
置
関
係
]

と
し
た
例
で
は
、
「
内
側
ベ
傾
く
に
も
せ
よ
」
「
足
の
内
側
ベ
推

出
さ
れ
る
」
「
足
尖
を
内
ベ
寄
せ
」
は
、
ま
だ
「
方
向
」
と
も
解

す
る
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
も
含
め
て
概
し

て
言
え
ば
い
ず
れ
も
「
位
置
関
係
」
を
表
す
用
法
に
な
っ
て
い

る
と
感
じ
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
は
「
に
」
と
し
た
方
が
本
来
的

で
自
然
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
[
場
所
?
]
と
し
た
例
は
、
動
き
の
「
方
向
」
と
解
せ

な
く
も
な
い
が
、
到
達
先
の
「
場
所
」
が
も
っ
ぱ
ら
問
題
に
な
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る
言
い
方
と
解
せ
ら
れ
る
例
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
に
」

が
自
然
だ
と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
[
場
所
]
は
、
明
ら
か
に

所
在
等
の
「
場
所
」
を
示
す
と
と
れ
る
例
で
、
こ
う
し
た
例
で

は
、
「
へ
」
が
は
っ
き
り
本
来
の
用
法
か
ら
ず
れ
た
拡
張
さ
れ
た

用
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
、
本
来
の
用
法
か
ら
拡
張
さ
れ
た
「
へ
」
の
使
用

は
、
実
際
言
文
一
致
体
翻
訳
小
説
の
初
出
本
文
に
お
い
て
も
見

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
改
訂
は
そ
の
点
を
整
え
よ
う
と
し
た
も



の
と
言
っ
て
よ
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
て
見
て
み
る
と
、
衛
生
学
関
係
の
文
章

一
O
篇
に
は
、
「
へ
」
は
「
方
向
」
、
「
に
」
は
「
場
所
・
位
置
関

係
」
と
い
う
よ
う
な
規
範
意
識
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
な
い

鴎
外
の
も
と
も
と
の
言
葉
づ
か
い
が
表
直
に
表
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
見
て
と
っ
て
も
よ
い
と
恩
わ
れ
る
。

。UEE
-
q
u

次
に
、
「

3
す
れ
ば
」
の
よ
う
な
仮
定
形
+
「
ば
」
の

形
の
仮
定
表
現
に
つ
い
て
だ
が
、
鴎
外
は
、
言
文
一
致
体
翻
訳

小
説
四
篇
の
初
出
本
文
に
見
ら
れ
た
こ
の
よ
う
な
形
の
仮
定
表

現
を
、
四
篇
を
初
版
『
水
沫
集
』
に
収
め
る
に
あ
た
っ
て
、
極

力
仮
定
形
+
「
ぱ
」
で
な
い
形
に
改
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
近

世
以
降
に
発
達
し
た
仮
定
形
+
「
ば
」
の
仮
定
表
現
を
文
学
言

語
と
し
て
は
格
調
の
乏
し
い
も
の
と
し
て
回
避
し
よ
う
と
す
る

規
範
意
識
が
働
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
逆
に
見
れ
ば
、
鴎

外
の
も
と
も
と
の
言
葉
づ
か
い
で
は
、
も
ち
ろ
ん
仮
定
形
+
「
ば
」

の
仮
定
表
現
を
素
直
に
用
い
て
い
た
も
の
と
言
え
る
。

こ
の
点
は
、
衛
生
学
関
係
の
文
章
一

O
篇
で
も
確
認
で
き
る
。

先
の
表
2
に
見
る
と
お
り
、
接
続
助
詞
「
ば
」
の
使
用
は
肌
例

見
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
i
ね
凶
な
ら
な
い
」
の
よ
う
な

文
末
形
式
の
一
部
に
用
い
ら
れ
る
例
を
除
く
と
、
従
属
節
を
形

成
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は

ω例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

ωの
よ

う
に
古
典
語
的
な
確
定
条
件
で
殊
更
用
い
ら
れ
た
例
や
、

ωω

の
よ
う
な
一
種
の
対
比
の
用
法
を
除
く
と
、

ω
又
た
よ
し
ゃ
着
用
の
議
議
靴
が
偶
々
汚
る
れ
崎
と
て

代
替
も
あ
り
掃
除
の
し
て
も
あ
り
ま
す

(
G
・
一
五
一
⑩
)

ω
古
代
の
民
が
石
を
削
っ
て
飛
極
浮
柱
を
な
せ
崎
北
欧

の
人
は
瓦
を
斐
ん
で
重
壁
隆
門
の
居
を
営
む
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(
H
・
一
八
二
②
)

(
層
槙
も
あ
れ
同
廊
下
も
あ
り
唯
だ
棟
が
離
れ
だ
と
い

(15) 
ふ
計
り

(
H
・
一
八
二
⑦
)

残
り
の
前
例
の
う
ち
、
そ
の
三
分
の
こ
に
あ
た
る
釘
例
は
、
例

え
ば
次
の

ωiω
の
よ
う
に
、
「

1
ス
ル
ト
」
と
言
い
換
え
ら

れ
る
よ
う
な
前
置
き
・
前
提
を
述
べ
る
言
い
方
で
あ
る
。

ω
聞
く
と
こ
ろ
に
依
れ
同
こ
の
民
立
病
院
は
必
ず
し
も



純
然
た
る
市
立
で
は
な
く
っ
て
一
箇
人
の
資
格
で
市
民
が

力
を
出
し
た
所
も
多
い
と
の
事
で
す

(
H
・
一
七
九
⑮
)

仰
学
理
か
ら
万
象
を
観
察
し
ま
す
れ
崎
真
偽
、
使
不
便
、

混
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
が
世
間
に
は
兎
角
持
論
と
い
ふ
厄
介

者
が
あ
り
ま
す

(
H
・
一
八
二
⑨
)

ω
熱
く
も
冷
た
く
も
な
い
様
に
な
れ
刷
、
則
ち
適
度
の
温

に
な
っ
た
誼
拠
で
す
。

(
H
・
一
八
一
⑫
)

殊
に
、

ωω
の
よ
う
な
根
拠
や
考
察
の
観
点
な
ど
を
前
置
き

し
て
述
べ
る
よ
う
な
言
い
方
が
目
立
つ
が
、
こ
れ
は
論
説
的
な

文
章
と
し
て
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
あ
と
の
却
例
は
、
例
え
ば
次
の

ωiω
の
よ
う

に
、
十
分
仮
定
表
現
と
解
し
得
る
例
で
あ
る
。

ω
若
し
之
を
改
め
れ
閥
、
名
を
変
じ
、
形
を
更
へ
て
、
同

じ
も
の
が
出
て
来
る
の
は
、
鏡
に
掛
け
て
見
る
や
う
で
す
。

(
E
・
五
一
③
)

側
売
笑
者
が
比
街
か
ら
外
へ
出
る
に
は
、
白
人
に
似
た
風

を
し
て
、
人
目
に
立
様
な
事
は
せ
ず
、
文
た
酒
底
、
茶
態

な
ど
で
客
を
引
く
に
も
及
ば
ず
、
若
し
そ
ん
な
事
を
す
れ

崎
、
之
を
制
す
る
こ
と
も
容
易
で
す
。

向
凶

(
B
・
二
ハ
⑮
)

然
し
文
た
一
歩
を
退
い
て
考
え
て
見
ま
す
と
持
論
が

あ
れ
閥
、
ま
だ
結
構
で
す
。

(
H
・
一
八
三
③
)

こ
の
よ
う
に
、
衛
生
学
関
係
の
文
章
一

O
篇
で
は
、
仮
定
形

+
「
ぱ
」
の
形
の
仮
定
表
現
が
ご
く
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
文
章
は
、
や
は
り
鴎
外
の
素

直
な
言
葉
づ
か
い
を
反
映
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ

る。
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三
つ
目
に
、
動
調
の
一
段
活
用
・
二
段
活
用
に
関
し

て
述
べ
る
。
鴎
外
は
、
言
文
一
致
体
翻
訳
小
説
四
篇
を
初
版
『
水

沫
集
』
に
収
め
る
際
、
初
出
本
文
に
み
ら
れ
た
下
一
段
活
用
の

3
E
1
4
 

動
調
の
大
半
を
下
二
段
活
用
の
形
に
改
め
て
い
る
(
両
者
の
違

い
が
出
る
の
は
、
終
止
形
・
連
体
形
・
仮
定
(
巳
然
)
形
で
あ

る
か
ら
、
そ
こ
が
改
訂
さ
れ
る
)
。
ま
た
、
上
一
段
動
詞
「
過
ぎ

る
」
を
上
二
段
活
用
に
改
め
る
と
い
う
改
訂
も
見
ら
れ
る
。
こ

れ
は
、
古
典
語
的
言
い
回
し
を
格
調
あ
る
も
の
と
し
て
文
学
言



語
に
と
り
入
れ
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
改
訂
の
ほ
と
ん
ど
は
、
改
訂
版
『
水
沫
集
』
で

も
と
に
戻
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
鴎
外
の
一
つ
の
試
行
錯

誤
の
跡
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
言
文
一
致
体
翻
訳
小
説
の
場
合
、
初
出
本
文
に

も
と
も
と
あ
っ
た
二
段
活
用
の
例
は
下
二
段
1
例
の
み
で
あ
る
。

げ
例
も
の
上

こ
れ
に
対
し
て
、
衛
生
学
関
係
の
一

O
篇
で
は
、

二
段
活
用
・
下
二
段
活
用
の
形
が
確
認
で
き
る
。
以
下
に
、
そ

れ
ら
を
す
べ
て
掲
出
し
て
お
く
。

小
児
に
剰
刻
剖
乳
の

(
A
・
二
③
)

乳
を
矧
剥
引
に

(
A
・
二
⑤
)

劇
d
引
所
の
恩
沢

(
E
・
四
八
⑬
)

恩
沢
に
剣
刻
刻
も
の
で
あ
り
ま
す

(
E
・
四
八
⑬
)

女
子
の
身
に
例
刻
引
所
に
就
て

(
E
・
四
九
③
)

「
カ
パ
ッ
ク
」
と
鮒
刈
引
木
履

(
E
・
五

O
②
)

外
物
に
向
て
用
ゆ
る
も
の

(
G
・
一
四
一
⑦
)

東
西
の
人
が
周
例
剖
器
械

(
G
・
一
四
一
⑩
)

西
洋
の
靴
を
周
州
引
所
で

(
G
・
一
四
一
⑫
)

劉
刻
引
に
当
っ
て

(
G
・
一
四
六
⑬
)

靴
を
刷
例
ペ
き
日
本
人

(
G
・
一
五
一
⑤
)

そ
の
靴
を
刷
叫
べ
き
日
本
人

(
G
・
一
五
一
⑦
)

矧
引
制
ぱ
と
て

(
G
・
一
五
一
⑩
)

海
岸
を
醐
剖
利
ば

(
G
・
二
③
)

蛾
屋
式
を
用
例
ぺ
き
に

(
H
・
一
八
二
⑥
)

日
本
に
用
例
引
可
否

(
H
・
一
八
三
②
)

大
沢
の
刻
剖
引
所
は

(
I
・
一
一
③
)
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」
の
よ
う
に
、
二
段
活
用
の
形
が
そ
れ
な
り
に
出
て
く
る
こ

と
は
、
次
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、

一
面
で
は
一
段
活
用
と
の
形
の
上
で
の
揺
れ
と
い
う

こ
と
も
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
実
際
、

A
の
「
服
乳
の
注
意
」
の

「
乳
を
貯
ふ
る
に
」
の
直
後
に
は
「
凡
そ
乳
を
矧
ペ
引
に
は
」

(
A
・
一
一
③
)
と
い
う
下
一
段
の
形
が
出
て
き
て
い
る
ほ
ど

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
た
ま
た
ま
の
形
の
揺
れ
と
ば
か

り
は
言
え
な
い
面
も
あ
る
よ
う
で
、
上
二
段
「
用
ゆ
」
は
、
右



の
う
ち
実
に
7
例
を
占
め
、
し
か
も
複
数
の
文
章
に
現
わ
れ
て

い
る
。
一
方
、
上
一
段
「
用
ゐ
る
」
の
確
例
(
終
止
形
・
連
体

形
の
「
用
ゐ
る
」
、
仮
定
形
の
「
用
ゐ
れ
」
)
は
見
当
た
ら
な
い
。

と
な
る
と
、
鴎
外
の

l
l少
な
く
と
も
こ
う
し
た
文
章
で
の
|

ー
書
き
こ
と
ば
と
し
て
の
標
準
的
な
用
語
は
、
上
一
段
で
は
な

く
上
二
段
の
「
用
ゆ
」
で
あ
っ
た
か
と
恩
わ
れ
る
。

ま
た
、

G
の
「
履
?
展
?
」
で
は
、
「
海
岸
を
劇
引
.
判
ば
」

「
湖
剖
刈
ば
と
て
」
が
、
靴
を
用
い
る
べ
き
日
本
人
の
条
件
を

箇
条
書
き
し
た
中
に
出
て
く
る
が
、
こ
う
し
た
箇
条
書
き
は
、

本
文
に
比
べ
て
幾
分
硬
め
の
書
き
方
で
要
点
が
ま
と
め
ら
れ
て

お
り
、
二
段
活
用
の
形
は
そ
の
よ
う
な
書
き
方
と
関
わ
っ
て
出

て
き
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、

H
の
「
時
事
新
報

は
医
者
の
何
者
た
る
を
知
ら
ず
」
の
中
に
見
ら
れ
る
「
大
沢
の

刻
制
引
所
は
」
は
、
記
者
の
反
論
を
要
約
引
用
し
た
箇
所
に
出

て
く
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
文
の
中
で
他
と
い
さ

さ
か
質
の
違
い
が
あ
る
と
こ
ろ
で
、
二
段
活
用
の
形
は
、
そ
の

質
の
違
い
を
う
か
が
わ
せ
る
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
よ
う
で
あ
る
。

E
の
「
女
子
の
衛
生
」
で
二
段
活
用
の
形
が
重
ね
て

用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
吾
何
衛
生
家
が
此
特
殊
な
る
性
質
あ

更
に
、

る
女
子
の
為
め
に
、
特
殊
な
る
衛
生
の
法
を
説
く
は
、
亦
た
少

し
く
其
常
に
菓
く
る
所
の
思
沢
に
報
ふ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」

(
E
・
四
八
⑫
1
⑬
)
と
い
う
一
文
で
、
こ
れ
は
衛
生
家
と
し

て
の
使
命
感
を
や
や
大
仰
に
構
え
た
言
い
方
で
述
べ
た
も
の
で

あ
り
、
二
段
活
用
の
形
は
そ
う
し
た
構
え
た
印
象
を
感
じ
さ
せ

る
言
葉
づ
か
い
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
(
ち
な
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み
に
、
鴎
外
は
、
そ
う
し
た
H

構
え
た
印
象
p

を
一
種
の
格
調

と
感
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
言
文
一
致
体
翻
訳
小
説

の
文
章
に
お
け
る
一
段
活
用
か
ら
二
段
活
用
へ
の
い
っ
た
ん
の

改
訂
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
)
。

以
上
の
と
お
り
、
衛
生
学
関
係
の
一

O
篇
の
文
章
に
お
い
て

は
、
言
文
一
致
体
翻
訳
小
説
の
場
合
よ
り
も
二
段
活
用
の
形
の

使
用
が
い
さ
さ
か
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
単

な
る
形
の
揺
れ
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
面
が
あ
り
、
そ
れ
な
り



の
表
現
効
果
が
意
識
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
と

見
ら
れ
る
。

四
、
結
び

こ
の
稿
で
は
、
明
治
二
二
年
に
鴎
外
が
デ
ス
・
マ
ス
体
で

著
し
た
衛
生
学
関
係
の
文
章
一

O
篇
を
と
り
上
げ
、
そ
の
文
章

4 の
性
格
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
考
察
し
た
。
ま
ず
、
デ
ス
・
マ
ス

の
使
わ
れ
方
の
検
討
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
章
が
、
同
時
期

の
鴎
外
の
デ
ス
・
マ
ス
体
の
翻
訳
小
説
(
「
新
浦
島
」
)
に
比
べ

る
と
、
書
き
手
の
説
き
伝
え
る
姿
勢
が
よ
り
際
立
つ
書
き
方
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た
、
同
時
期
の
鴎
外
の
言
文

一
致
体
翻
訳
小
説
の
文
章
に
お
い
て
改
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
く

こ
と
に
な
る
文
法
事
項
の
い
く
つ
か
を
、
衛
生
学
関
係
の
一

O

篇
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
が
、
鴎
外
の
も
と

も
と
の
言
葉
づ
か
い
を
素
直
に
反
映
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
文

章
で
あ
る
こ
と
も
確
認
し
た
が
、
併
せ
て
、
二
段
活
用
の
形
の

使
用
の
よ
う
な
点
で
は
、
そ
れ
な
り
の
表
現
効
果
が
意
織
さ
れ

た
面
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

こ
こ
で
と
り
上
げ
た
衛
生
学
関
係
の
デ
ス
・
マ
ス
体
の
文
章

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
文
章
と
し
て
の
性
格
が
考
察
さ

れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
稿
は
、
初
め
て
そ
の
欠
を
補
つ

て
、
森
鴎
外
の
初
期
の
言
文
一
致
文
に
つ
い
て
、
考
察
の
新
た

な
一
歩
を
進
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

(二

O
一六、

一O
、

)¥. 

稿
)
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[
注
]
(
1
)
な
お
、
明
治
二
三
年
一
月
に
ツ
ル
ゲ
l
ネ
フ
の
掌
篇
を

訳
し
た
「
馬
鹿
な
男
」
と
い
う
翻
訳
が
デ
ス
マ
ス
体
で
あ
る

が
、
全
集
で
ニ
頁
程
度
の
短
い
文
章
で
、
何
よ
り
鴎
外
が
後

に
単
行
本
に
収
め
て
お
ら
ず
、
重
視
し
な
か
っ
た
と
見
ら
れ

る
文
章
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
も
問
題
に
し
な
い
。

(
2
)
鴎
外
の
デ
ス
・
マ
ス
体
言
文
一
致
文
に
つ
い
て
の
検
討

で
あ
る
か
ら
、
漢
文
や
文
語
文
あ
る
い
は
デ
ス
・
マ
ス
体
で



な
い
言
文
一
致
文
を
引
用
し
た
部
分
は
考
察
の
対
象
と
し
な

い
。
ま
た
、
文
語
文
や
デ
ス
・
マ
ス
体
で
な
い
言
文
一
致
文

を
用
い
た
箇
条
書
き
の
部
分
も
考
察
の
対
象
か
ら
外
す
。

各
文
章
か
ら
の
用
例
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
便
宜
上
漢

字
の
字
体
を
通
行
の
も
の
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

な
お
、
藤
田
(
二

O
一
四
)
で
は
、
「
新
浦
島
」
の
調
査
は

改
訂
版
『
水
沫
集
』
に
拠
る
『
鴎
外
全
集
』
第
一
巻
所
収
本

文
を
用
い
て
い
る
が
、
後
で
も
述
べ
る
と
お
り
、
こ
こ
で
の

考
察
の
範
囲
で
は
、
こ
れ
で
支
障
は
生
じ
な
い
。

(
3
)
ち
な
み
に
、
マ
ス
形
式
を
文
末
に
と
る
文
は
、
「
コ
メ
ン

ト
」
に
な
る
場
合
も
な
く
は
な
い
が
、
「
マ
ス
」
が
動
詞
類
に

付
く
こ
と
か
ら
も
、
圧
倒
的
に
「
事
実
の
叙
述
」
が
多
い
。

(
4
)
 
G
H
ー
で
は
、
読
点
が
使
わ
れ
る
の
み
で
句
点
は
使
わ

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
筆
者
の
判
断
で
文
末
を
句
切
っ
た
。

ま
た
、
句
点
が
用
い
ら
れ
て
い
る
文
章
で
も
、
明
ら
か
に
読

点
の
と
こ
ろ
な
ど
で
一
文
末
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
、

そ
こ
を
文
末
と
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
そ
の
他
、
挿
入
さ
れ
た
文

や
提
示
さ
れ
た
語
句
(
項
目
名
等
を
含
む
)
も
、
そ
れ
で
い

っ
た
ん
切
れ
る
も
の
と
見
て
、
そ
の
文
尾
を
文
末
と
し
て
カ

ウ
ン
ト
し
た
。

(
5
)
右
の
と
お
り
、
藤
田
(
二

O
一
四
)
は
、
改
訂
版
『
水

沫
集
』
本
文
に
依
拠
す
る
『
鴎
外
全
集
』
所
収
本
文
に
基
づ

い
た
調
査
だ
が
、
藤
田
(
二

O
O五
C
)

の
校
異
に
よ
れ
ば
、

初
出
本
文
か
ら
初
版
『
水
沫
集
』
の
段
階
で
、
デ
ス
・
マ
ス

形
式
で
な
い
文
末
が
デ
ス
・
マ
ス
形
式
に
改
め
ら
れ
た
例
が

凶
例
、
デ
ス
・
マ
ス
形
式
か
ら
デ
ス
・
マ
ス
形
式
で
な
い
文
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末
に
改
め
ら
れ
た
例
が

2
例
で
、
デ
ス
・
マ
ス
形
式
は
げ
例

も
増
え
て
い
る
(
そ
し
て
、
改
訂
版
で
も
そ
の
ま
ま
)
。
逆
に

言
え
ば
、
「
新
浦
島
」
の
デ
ス
・
マ
ス
形
式
の
使
用
度
は
、
初

出
本
文
で
は
更
に
下
が
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
使
用
度

の
違
い
に
つ
い
て
の
こ
の
指
摘
は
、
初
出
本
文
に
遡
っ
て
も

こ
れ
で
十
分
妥
当
で
あ
る
。

「
新
浦
島
」

の
よ
う
な
文
学
的
文
章
で
、
デ
ス
・
マ
ス
文

末
が
衛
生
学
関
係
の
一

O
篇
の
よ
う
な
論
説
的
文
章
と
比
べ



て
よ
り
少
な
く
な
る
の
は
、
文
末
が
単
調
に
な
ら
な
い
よ
う
、

デ
ス
・
マ
ス
文
末
が
続
く
こ
と
を
避
け
て
デ
ス
・
マ
ス
形
式

で
な
い
形
を
交
え
る
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
一
因

し
て
い
る
だ
ろ
う
。

(
6
)
藤
田
(
ニ

O
O五
c)
の
校
異
に
よ
れ
ば
、
初
出
本
文

と
初
版
『
水
沫
集
』
本
文
、
そ
し
て
改
訂
版
『
水
沫
集
』
の

聞
で
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
従
属
節
が
書
き
改
め
ら
れ

て
増
減
し
た
り
、
従
属
節
述
語
が
デ
ス
・
マ
ス
形
式
の
形
か

ど
う
か
が
書
き
改
め
ら
れ
て
変
わ
っ
た
り
し
た
と
こ
ろ
は
な

の
数
字
は
、
改
訂
版
『
水
沫
集
』
を

底
本
と
す
る
『
鴎
外
全
集
』
本
文
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
だ

が
、
デ
ス
・
マ
ス
形
式
の
従
属
節
へ
の
浸
透
度
と
い
う
こ
と

い
。
表
の
「
新
浦
島
」

で
は
、
こ
れ
で
明
治
二
二
年
の
初
出
本
文
段
階
の
状
況
と
考

え
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。

(
7
)
鴎
外
が
改
訂
し
た
他
の
二
つ
の
事
項
は
、
準
体
助
詞
「
の
」

の
形
を
極
力
連
体
形
準
体
法
の
形
に
改
め
る
こ
と
と
、
下

段
・
サ
変
型
活
用
語
に
意
志
・
推
量
の
助
動
詞
と
し
て
「
よ

う
」
で
な
く
「
う
」
を
接
続
さ
せ
る
形
に
改
め
る
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
は
古
典
語
的
な
語
法
を
新
た
に
と
り
入
れ
よ

う
と
い
う
改
訂
で
あ
る
か
ら
、
改
訂
自
体
が
行
わ
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
衛
生
学
関
係
の
文
章
一

O
篇
に
つ
い
て
は
何
と

も
言
い
難
い
。
一
方
、
格
助
詞
「
へ
」
の
「
に
」
へ
の
改
訂

や
、
仮
定
形
+
「
ぱ
」
の
形
の
仮
定
表
現
の
回
避
は
、
も
と

の
言
葉
づ
か
い
を
整
え
た
り
、
も
と
あ
っ
た
言
い
方
を
避
け

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
逆
に
衛
生
学
関
係
の
一

O
篇
に
、
改

訂
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
翻
訳
小
説
の
初
出
と
同
様
の
傾
向
が

見
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
検
討
で
き
る
。
ま
た
、
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一
段
活
用
の
形
を
二
段
活
用
の
形
に
改
め
る
こ
と
も
、
古
典

語
的
な
語
法
を
と
り
入
れ
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

後
述
の
よ
う
に
論
ず
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
で
、
併
せ
て
問
題

と
す
る
。
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